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 改定練馬区障害者計画の計画期間中においては、身体障害者福祉法等のいわゆる旧

法に規定する施設と、障害者自立支援法による事業所、精神障害者共同作業所等の法

外施設といわれる３つの施設体系が併存し、障害のある方の日中活動を支援してきま

した。同時に、旧法、法外の事業所は平成 23 年度末までの新法事業所への移行を進

めてきました。新法移行後は、就労移行や就労継続、生活介護等の事業ごとの機能が

発揮できるよう、サービス提供に努めています。 

 また、施設の新規立上げや入所施設で日中の受入れを行うなど、定員の拡大が図ら

れてきました。 

 障害者自立支援法により、身体・知的・精神の３障害一元化が図られましたが、多

くの事業所がこれまで通りに対象とする障害を定めて支援を行っています。 

医療的ケアが必要な重症心身障害者の受入れについては、心身障害者福祉センター

に加え、区立福祉園２か所においても行ってきました。 

区立の福祉園・福祉作業所については、指定管理者制度の導入により効率的な運営

を進めてきました。   

 

 

【日中の主な過ごし方】（18 歳～64 歳の方の回答）  

 身体障害者 知的障害者 精神障害者 

自宅で過ごす方の割合 ４４．６％ １６．５％ ５０．２％ 

【今後の日中の過ごし方】  

 身体障害者 知的障害者 精神障害者 施設 

① 自宅で 通所施設で介護

等を受けながら 

自宅で 今いる施設 

② 医療機関の訓

練、看護などを

受けながら 

福祉作業所など

で働きたい 

企業就労 家族がいる場所 

③ 企業就労 自立訓練などを

受けながら 

自立訓練などを

受けながら 

福祉作業所など

で働きたい 
 

  

 

 

 

３ 日中活動系サービスを充実する 

現 状 

障害者基礎調査の結果 
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  障害者基礎調査の日中の過ごし方の設問では、身体障害者、精神障害者の在宅率が

大きいことから、就労支援とともに日中活動の場を拡充する必要があります。障害特

性により、介護・訓練に大別される既存の障害福祉サービスでは、利用しにくい方も

いるため、柔軟な形態での施設運営が必要となってきています。 

また、通所者の高齢化も課題となっているため、ケアマネジメントにより高齢サー

ビスなどを併用しながら日中活動の充実を図る必要があります。 

 

 

 

（1）日中活動の場の整備 

   引き続き、生活介護や就労支援といった、事業種別に応じた機能充実を図るとと

もに、利用需要に合わせ、必要な施設整備を進めます。 

   また、既存の障害福祉サービスを利用しにくい方にとっても、地域での活動が充

実するよう、新たな施設形態の事業を検討します。 

あわせて、高齢者施策との連携を図り、高齢化の課題について検討を進めます。 

 

No 事業名・担当課名・事業概要 現状(23 年度) 目標(26 年度) 

30 

生活介護事業所誘致【障害者施策推進課】 

重度障害者の日中活動の場を確保するため

に、民間誘致により生活介護事業所を整備し

ます。 

事業者選定 開設 

31 

区立施設の事業拡充【障害者施策推進課】 

区立福祉作業所の多機能化を進めることによ

り、日中活動の場を広げ、個々のニーズに応

えていきます。 

多機能化  

3 か所 

 

多機能化 

   4 か所 

（延べ数） 

32 

白百合福祉作業所の改修【障害者施策推進

課】 

しらゆり荘（生活寮）の移転新築にともない、白

百合福祉作業所の機能の充実を図るため、作

業所の改修を検討します。 

検討 検討 

33 

民間事業者支援【障害者施策推進課】 

民間の通所事業所に対し、運営費の一部を補

助することにより、障害者の日中活動の場の確

保を行います。 

運営費補助  

24 事業所/年 

運営費補助  

30 事業所/年 

34 

医療的ケアが必要な方への支援【障害者施

策推進課・障害者サービス調整担当課】 

たんの吸引や経管栄養等の医療的ケアが必

要な障害者の日中活動の場を確保します。 

医療的ケアの 

実施 

・福祉園 2 園    

・心身障害者 

福祉センター 

定員増の検討 

 

課 題 

施策の方向 
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No 事業名・担当課名・事業概要 現状(23 年度) 目標(26 年度) 

35 

社会適応訓練【保健予防課】 

就労が困難な通院中の精神障害者に対して、

農業、飲食業等の一般の事業所に訓練を委

託し、社会復帰を図ります。（都事業） 

事業所数 12 所 

参加者数 11 人 
継続 

36 

地域活動支援センターⅢ型の整備【障害者

施策推進課】 

訓練や介護といった既存の障害福祉サービス

を利用しにくい障害者を対象に、日中活動の

場を整備します。 

検討 

 

整備 ２か所 

（延べ数） 

37 

通所者の高齢化に関する課題の検討【障害

者施策推進課】 

通所者の高齢化からくる課題の検討を行い、

年齢や家族の養育力等に対応した支援の充

実を図ります。 

検討 充実 

 

 

（2）中途障害者への支援の充実    

   高次脳機能障害等の中途障害者への支援の充実を図るため、心身障害者福祉セン

ターにおいて相談および自立訓練等を行う中途障害者支援事業を実施します。 

   また、関係機関の連携を強化することにより中途障害者支援の充実を図ります。 

 

No 事業名・担当課名・事業概要 現状(23 年度) 目標(26 年度) 

7

再

掲 

中途障害者支援事業【障害者サービス調整

担当課】 

高次脳機能障害等の中途障害者への相談お

よび機能訓練等の事業を実施します。 

事業計画策定 実施 

38 

中途障害者支援関係機関連絡会【障害者サ

ービス調整担当課】 

中途障害者支援についての情報共有、課題

検討等を行うことにより、支援の充実を図りま

す。 

設置 継続 
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